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天動説と地動説　vol.1
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星の運行
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オリオン座は「　　　の星座」

さそり　座は「　　　の星座」
そうではない星もある。
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初期天動説
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功績：惑星、恒星を基にした世界（宇宙）の構築
Point：宗教的世界観と合致　　→以降1000年以上正しいとされる
[image: image10.jpg]


15Cのヨーロッパ
Point
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・神聖ローマ帝国による統治
・大航海時代の到来


天動説の修正と星の運行予測

　　　　　火星の動き

近代地動説

惑星の公転周期計算法の確立（火星の例）


論争の時代の巨人①



Point：　 科学的根拠から独自の説を唱える
論争の時代の巨人②


　信念：


→惑星の正確な軌道決定の研究を行う。

当時の軌道決定法

Step1: 地球軌道の決定
火星が同じ位置に戻る度に（687日毎→先述）地球からみた 太陽と火星の位置を測定する
　　　たとえば、４回分（7年半分）のデータがあると…。

　　　より多くのデータが、より高い精度で得られれば、正確な軌道が決定できる！！
Step2: 惑星軌道の決定　火星の場合

地球からみると、星は一定の周期で回転して見える。





太陽・月　　　　　　　　　　　水星・金星・火星・木星・土星


圧倒的に明るくて、大きい。
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の重要性が増す




















・天文学には、継続的かつ正確なデータの蓄積が必要であることへの気づき


・肉眼観察としては驚異的な精度のデータを得る





会合（地球-太陽-惑星が並ぶ）の周期　S 


地球の公転周期　E 


関係式　惑星の公転周期：P 





地球-火星の会合周期 　S=777日


地球の公転周期 　　　 E=365日
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回転はするが、速さが一様ではない。


他の星とは逆向きに進む場合もある。








正確な星の運行を知ることが重要となってくる。








・問題点・
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